
第８４回国民スポーツ大会・第２９回全国障害者スポーツ大会島根県準備委員会 

第２回総務企画専門委員会 次第 

日時：令和３年１０月７日(木) 13:30 ～15:00 

場所：サンラポーむらくも ２階「八雲の間」 

１ 開  会   

２ 報告事項    

（１）三重国体・三重大会の中止について 

（２）第８４回国民スポーツ大会・第２９回全国障害者スポーツ大会 愛称・スローガンの 

募集について 

３ 議  事

（１）第８４回国民スポーツ大会会場地市町村第２次選定（案）  ・・・・・・   審議事項１  

４ そ の 他 

５ 閉  会 

次回開催予定  日時：令和４年３月 



（敬称略）

No. 分野 所属 役職 氏名 備考

1
学識
経験者

公立大学法人島根県立大学
理事

副学長（松江ｷｬﾝﾊﾟｽ）
岸本　強 委員長

2 島根県市長会 常務理事 藤間　博之

3 島根県町村会 常務理事 今岡　良

4
公益財団法人
島根県体育協会

専務理事 安井　克久

5
公益財団法人
島根県障害者スポーツ協会

常務理事 平岡　昇

6 島根県体育施設協会 会長 金津　義彦

7 島根県スポーツ推進委員協議会 会長 久家　彰

8 島根県中学校体育連盟 理事長 柏木　裕至

9 島根県高等学校体育連盟 理事長 山中　清恵

10 島根県商工会議所連合会 事務局長 金井　寿彦
代理出席
　　岩見主幹

11 島根県商工会連合会 事務局長 村川　敏夫

12 環境生活部 スポーツ振興監 佐藤　正範 副委員長

13 地域振興部市町村課 課長 今岡　重之

14 環境生活部スポーツ振興課 課長 小村　淳二

15 健康福祉部障がい福祉課 課長 村松　敦子

16 土木部都市計画課 課長 糸原　保

17 教育庁保健体育課 課長 舟木　勝宏

島根県

第８４回国民スポーツ大会・第２９回全国障害者スポーツ大会
島根県準備委員会　総務企画専門委員会　委員

市町村

スポーツ

教育

経済



第２回総務企画専門委員会 報告事項１ 

三重国体・三重大会の中止について 

・ 新型コロナウイルス感染症の影響により、今年開催される予定であった三重国体・三重大会（全 

国障害者スポーツ大会）の中止が決定した。その後、三重県は両大会について、延期して開催す 

ることも断念した。 

・ これにより、島根県での国民スポーツ大会と全国障害者スポーツ大会は予定どおり２０３０年 

（令和１２年）の開催となる。 

【参 考】 

○国体（国スポ）の延期に関するルール 

開催県が延期を希望する場合の手続きは、日本スポーツ協会が定める「国民体育大会開催基準要 

項」の規定に基づき、中止の決定から 1ヶ月以内を期限として、日本スポーツ協会への申請が必要。 

 また、延期後の開催に関しては、原則として開催地が決定している年の翌年の開催とすること、 

ただし、内定県が１度延期されている場合は、内定県の翌年の開催とする旨の規定があり、仮に三 

重県が延期の申請をした場合は、鹿児島国体で延期された内定県の翌年となる６年後（２０２７年） 

の開催となる見込みだった。 

○今後の開催スケジュール 

開催年 
2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 

（R3） （R4） （R5） （R6） （R7） （R8） （R9） （R10） （R11） （R12）

開催県 三重 栃木 鹿児島 佐賀 滋賀 青森 宮崎 長野 群馬 島根 

  中止 決定 内定 開催順序了解（内々定） 





第 2回総務企画専門委員会 報告事項２ 

第 84 回国民スポーツ大会・第 29 回全国障害者スポーツ大会  

愛称・スローガンの募集について

１ 概要 

  第 84 回国民スポーツ大会・第 29 回全国障害者スポーツ大会（以下、「大会」という。）におけ

る広報活動の一つとして、大会広報・機運醸成基本方針並びに大会広報・機運醸成基本計画に基

づき、大会を象徴し、広く県民に愛されるような愛称・スローガンを制定する。 

２ 愛称・スローガンの募集 

３ 愛称・スローガンの決定 

  広報・機運醸成専門委員会で、最優秀賞、優秀賞作品候補を選定し、第 2回総会において決定 

  （令和 4年 3月予定） 

期間 令和３年１１月上旬～令和４年１月上旬 

作品 愛称 

 親しみやすく呼びやすい、島根県らしさあふれる言葉で表現された、大会の

名称、呼び名。 

「島根○○国スポ・障スポ」「○○島根国スポ・障スポ」などのように「島

根」「国スポ・障スポ」を必ず入れる。島根の文字は、ひらがな、カタカナ、

ローマ字（SHIMANE）でも可。 

【前回：「くにびき国体」「ふれあい大会」】 

スローガン 

 大会に向けた思いや開催基本方針で目指す大会を印象づける言葉・キャッチ

コピー。 

【前回：「このふれあいが未来をひらく」「手をつなぎ心をつないでわく力」】 

賞・賞金 ・ 愛称・スローガン、それぞれ以下のとおり。 

  最優秀賞 １作品 賞状、賞金５万円 

  優秀賞  ３作品 賞状、賞金１万円 

・ 受賞者が高校生以下の場合には、賞金に代えて賞金相当額の図書カードを 

贈呈する。 

・ 複数の方から応募があった作品が入賞した場合は、抽選により受賞者を決

定する。 

応募方法 ・ はがき、FAX、インターネット等により応募する。 

・ 「愛称」「スローガン」のいずれか１作品の応募も可。また、１人何作品

でも応募可。 

・ 「愛称」、「スローガン」それぞれに説明や込めた思いを記載する。 


